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― ゲ ー ム の 理 論 的 ア プ ロ ー チ ―
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表1 自由圏に占めるG5の貿易シェア 順走相場制時代と変動相場制時代)
固定相場制時代 (195ト 69年) (%)
平均国別 1951-54年 55-59年 50年代平 均 60-64年 65-69年 60年代平 均 50-60年代平 均
ア メ リ カ eXim ;㍑ 16.9 壬39:2)16.1 16.5 壬27:;)14.8 壬36:喜巨 9 14.9 15.9
西ドイツ(旧)eXim ≡:言) 5.4 冒:…巨 2 6.8 1;:3) 9.8 1;Ii)10,4 10.1 8.5
日 本 eXim …二…巨 3 ≡:;巨 1 2.7 芸:3巨 3 5:47) 5.6 5.0 3.9
イ ギ リ ス eXim 129:討 10-8 1㍑ 10.1 10ー5 ;:…巨 3 87:呈) 7.9 8.6 9.6
変動相場制時代 (1975-89年) (%)
平均 1975-79年 80-84年 85-89年 80年代 75-89年国別 平 均 平 均
ア メ リ カ eXim 1…:65)13.6 壬…:距 2 三吉:)14.6 14.4 14.1
西ドイツ(旧)eXim 1三:3)10.6 13:喜)9.6 1;:Z)10,4 10.0 10.2
日 本 eXim 言:≡) 7.2 87::) 8.0 ≡:≡) 8.2 8ー1 7.8
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36912 3691236912 3691236912 3691236912 3691236912 36912
1980年 1981年 1982年 1983年 1984年 1985年 1986年 1987年 1988年 1989午
(資料) 東京銀行調査部 r東京銀行月軌 より作成｡
図 3 日米独の公定歩合の推移
?? ? ? ? ? ? ? ?
?
??
1980年 81 82 83 84 85 86 87 88 89
(資料) 日本銀行調査統計局 rE]際比較統計)より作成｡
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午国 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
ア メ リ カ Cp 10.3 6.2 3.2 4.3 3.5 1.9 3_6 4.1 4.8
















1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989年
アメリカ
一一ー ーー 日 本
-･-･_西 ドイツ(旧)
午田 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
ア メ リ カ 2.5 -2.1 3.7 6.8 3.4 2.8 3.4 3.9 3.5
日 本 4.0 3.3 3.4 5.1 4.9 2ー5 4.5 5.7 4.9
(資料) E]本紙行統計局 rEl際比較統計Jより作成｡
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という副題の1991年度版の 『自書』を発表した｡そ
のなかで､冷戦終結後の世界経済での日米欧による
三極の協調の重要性を指摘し､世界経済の現状を寡
占的世界経済体制と位置づける表現をしている｡
(7)∫.Wiliamsonは､為替相場の変更のための国際
的手続きや経常収支調整のための国際的ルールが
存在しないという意味で､現行の変動相場制を ｢ノ
ンシステム｣と呼んだ｡Wiliamson,j.,HTheBene-
fitsandCostsofanlntemationalMonetary
Non･system",inEdwardM.Bernsteinetal.,
"ReflectionsonJamaica",Essaysinlntemational
_Finance,Na15(April1976),Internatl.OnalFinance
S∝tion,PrincetonUniversitypp.54-59.
(8)1976年 1月､ジャマイカのキングストンで開催さ
れたIMF暫定委員会で変動相場制を正式承認す
るなど､第二次IMF協定の改正が行われた (キン
グストン合意)0
(9)1985年6月､東京での10か国蔵相会議開催に先立
ち､同代理会議が1年半検討を重ねて提出した報告
書 『国際通貨制度の機能に関する報告 (TheFun-
ctioningofthelntemationalMonetarySystem)j
は､(D変動相場制に代わるような為替相場制は現在
ないこと､(参IMFの行うサーベイランスのほか
に､経済大国の動きを多角的に監視する必要がある
こと (多角的サーベイランス)､③国際流動性の運
営､佳)IMFの役割､などを内容としているQ
qO 伊藤元重 F入門経済学』日本評論社､1988年およ
び ｢ゲームの理論｣F経済セミナー』1991年 1月号.
今井春雄 ｢ゲームの理論と経済学｣『経済セミナ 』ー
1991年4月号｡
(ll) わが国においてゲームの理論を国際経済学の分
野に応用した研究としては､たとえば河合正弘 『前
掲書』､河合正弘他 ｢前掲論文｣､石井菜穂子 F政策
協調の経済学j日本経済新聞社､1990年などがあ
る｡
(12) ゲームの理論では､これは ｢繰り返しゲーム｣と
して分析され､一度限りのゲームとは意味合いが大
いに異なるであろう｡
(13) この点については､拙稿 ｢変動相場制と国際金融
政策協調｣中央大学経済研究所編 F日本の国際経済
政策』中央大学出版部､1992年において詳細に論述
している｡
(14) プラザ合意前後の日米間のゲームの理論的掛け
引きについては､J.A.フランケル,C.F.バーグステ
ン著､高橋由人訳 『円･ドル合意後の金融市場』東
洋経済新報社､1985年および石井菜穂子 F前掲書』
第1-3章に詳しい｡
(15) この点については､拙稿 ｢変動相場制下の国際協
調｣『長野大学紀要』第12巻第1号､1990年で詳しく
論述した｡
(16) ルーブル合意については､石井菜穂子 F前掲書j
第4章に詳しい｡
(17) この点に関する一連の ｢囚人のディレンマ｣的な
図解は､拙稿｢変動相場制と国際金融政策協調｣(前
出)で試みている｡
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